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　府中市社会福祉協議会は、本年 10月に創立 60

周年を迎えました。50周年からの 10年間で、当

協議会は、まちづくりを中心として、財政規模・

組織体制が拡大する中、事業運営においても東京

都内の市区町村社協の中でもトップクラスの社協

になるなど目覚ましい発展を遂げてまいりまし

た。これもひとえに永年にわたり当協議会を様々

な面から支えてくださいました府中市を始めとし

て、東京都社会福祉協議会や府中市民生委員児童

委員協議会、府中市自治会連合会など関係機関・

団体、企業、さらには多くの市民の皆様のご理解

とご協力の賜物と心からお礼申しあげます。また、

同時に歴代の会長、副会長、理事、監事、評議員、

各種委員会委員、会員各位の多大なご尽力に対し

ましても心から感謝申しあげます。

　近年では、地球温暖化等に伴う甚大な自然災害

が毎年のように発生していますが、当協議会では、

各災害時に被災地社協の支援業務に職員を派遣す

るとともに、役職員、民生委員、ボランティアが

一丸となって義援金の募金活動に取り組みまし

た。また、東京でもいつ災害が発生するかわから

ない状況の中、災害ボランティアセンター立ち上

げ訓練や災害ボランティアの養成等を継続して実

施しています。

　平成 29 年に施行された改正社会福祉法を始め

として、社会福祉を取り巻く環境はこの 10 年の

間に大きな転換期を迎えました。当協議会では、

平成 27 年度から令和 2年度までの 6か年を期間

とした「第 3次地域福祉活動計画　あったか府中

ささえあいプラン」を策定し、「みんなが主役 !

地域で支えあうまちづくり」を基本理念に、住民

主体の福祉のまちづくりを実現するため、地域住

民が直面しているさまざまな生活課題・福祉課題

の解決に向けた活動目標を掲げ、新たな地域づく

りのために地域福祉コーディネーターを各文化セ

ンター圏域に順次配置をしました。その後、第 3

次地域福祉活動計画の強化・発展版として令和 3

年度から令和 8年度までを計画期間とした「第 4

次地域福祉活動計画　あったか府中ささえあいプ

ラン」を策定しました。この計画では「気づく・

動く・つながる !! みんなが主役 ! 地域で支えあ

うまちづくり」を基本理念に、地域課題・生活課

題を地域住民の皆さんで気づいて・どう動き・ど

こにつなげられるだろうかを考え、実践する場と

して「わがまち支えあい協議会」の立ち上げを目

指し、現在では市内 11 の文化センター圏域全て

で立ち上がりました。これからも地域の皆様や府

中市と連携し、「みんなが支えあう福祉のまちづ

くり」の実現のため、わがまち支えあい協議会の

活性化に努めてまいります。また令和 6年度から

は「府中市子ども発達支援センター」の委託事業

を受託する事となりました。府中市、市民の皆様、

関係機関・団体のご期待に応えられるよう邁進し

てまいります。

　地域福祉の推進は、当協議会がその中心的な役

割を果たす機関として、役職員が一丸となり、未

来に向けても取り組んでいく所存です。今後とも

皆様の変わらぬお力添えを賜りますよう心からお

願い申しあげ、ご挨拶とさせていただきます。

ご挨拶

社会福祉法人　府中市社会福祉協議会

会長　伊藤　敏春
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ご祝辞

府中市長

高野　律雄

　このたび、社会福祉法人府中市社会福祉協議会が、めでたく創立

60 周年を迎えられ、ここにその記念誌が発刊されますことを心よ

りお喜び申しあげます。

　府中市社会福祉協議会におかれましては、昭和 38年の創立以来、

60年の長きにわたり、「地域でささえあうまちづくり」のため様々

な福祉サービスを展開し、本市の福祉向上のため多大なる功績を残

されてこられましたことは、誠にご同慶に絶えません。

　これもひとえに、伊藤会長をはじめ、歴代の役員、並びに関係の

皆様方の熱意とご尽力の賜物でございまして、改めまして敬意と感

謝の意を表する次第でございます。

　本市では、「府中市福祉計画」において、「みんなでつくる、みん

なの福祉 ~人と人とが支え合い幸せを感じるまちを目指して ~」を

基本理念に掲げ、「地域共生社会」に向けた取組を進めております。

今後とも、高齢者、障害のある人、子ども等を含む全ての人々が、

暮らしと生きがいを共につくり、高め合いながら、つながりあい、

支え合い、安全で安心して暮らせるまちの実現に向け、全力を尽く

してまいる所存でございます。どうか皆様方におかれましては、地

域で支え合う福祉の向上のため、なお一層のお力添えを賜りますよ

うお願い申しあげます。

　創立 60周年を迎えられました府中市社会福祉協議会の今後ます

ますのご発展と、関係の皆様の更なるご健勝とご多幸を心より祈念

申しあげまして、お祝いの言葉といたします。
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祝　辞府中市社会福祉協議会
創立60周年を祝して

社会福祉法人
東京都社会福祉協議会

会長　木村　惠司
府中市議会議長　

手塚　としひさ

　府中市社会福祉協議会創立 60周年を迎えられました

ことを、心からお慶び申し上げます。

　近年、地域のつながりが希薄化し、制度の狭間にあ

るニーズが増大するなど、地域福祉をめぐる課題は多

様化、複雑化しています。さらに、コロナ禍で人々の

生活が大きく変化するとともに、地域活動が長く休止

したことにより、これまで把握されていなかった新た

な地域課題が顕在化し、地域活動の担い手と今後の活

動のあり方に影響が出ました。これらの課題に対して

は、多くの関係者、関係機関が連携して取組みを進め

る必要性、重要性が増しており、社会福祉協議会には

その中核的な役割を担うことが求められています。

　このような中、府中市社協におかれましては、第 4

次府中市地域福祉活動計画の重点目標に「わがまち支

えあい協議会の推進」を定め、地域課題の解決に取り

組んでこられました。地域の困りごとを共有し自ら解

決するしくみである、地域住民で組織された「わがま

ち支えあい協議会」は、住民主体の地域づくりそのも

のであると言えます。また、地域で個別支援と地域支

援に取り組む専門職である地域福祉コーディネーター

や生活支援コーディネーターを積極的、計画的に配置

し、地域の関係機関との連携やネットワーク構築にも

尽力されてきました。

　今後とも地域住民との協働による活動を推進し、一

層の飛躍をとげられますよう祈念申しあげまして、お

祝いの言葉といたします。

　この度、社会福祉法人府中市社会福祉協議会が、め

でたく創立 60周年を迎えられましたことを、心からお

喜び申しあげます。

　府中市社会福祉協議会におかれましては、昭和 38年

の創立以来、地域福祉推進の拠点として、市内の社会

福祉事業の健全な発達及び、社会福祉に関する活動の

活性化のためご尽力いただいておりますことに、深く

敬意と感謝を申しあげる次第でございます。

　少子高齢化の進行や個人の価値観、ライフスタイルの

多様化など、社会情勢や地域社会の変化に伴い、福祉

に関する問題や課題についても複雑化・複合化したケー

スが増えております。また、市民の皆さまに安心して

暮らしていただくためには、地域でお互いに支え合い、

助け合える環境づくりが一層重要になっております。

　このような中、府中市社会福祉協議会では「あった

か府中ささえあいプラン」を策定され、本市で策定す

る「府中市福祉計画」との連携を図りながら、地域で

支え合う互助を中心に、地域ぐるみの福祉を推進して

いただいております。

　私ども市議会といたしましても、人と人とが支え合

い誰もが幸せを感じるまちづくりのために、皆様との

連携をより一層深め、尽力していきたいと存じますの

で、今後ともお力添えを賜りますよう、お願い申しあ

げます。

　結びに、府中市社会福祉協議会のますますのご発展

と関係の皆様のご健勝、ご多幸を祈念いたしまして、

お祝いの言葉とさせていただきます。

ご祝辞
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平成
25年度

•	 第 2 次地域福祉活動計画の推進
「ふちゅう大好き！ささえあいプラン第 2 次地域福祉活動計画」
（後期 計画―平成 24 年度から平成 26 年度まで）

•	 地域福祉コーディネーター設置の下地づくり
自治会で自主的に行われているさまざまな福祉活動やボラン
ティア活動を支援するとともに、自治会やボランティア団体、
関係機関等が連携し、身近な地域で住民同士が見守り、支えあ
う「小地域ネットワーク」を進める。

•	 有償在宅福祉サービス事業の充実
介護保険では補えない生活援助サービスなどの充実がより一層
求められていることから事業の見直しを行った。

有償在宅福祉サービス活動の様子

協力会員レベルアップ研修

協力会員レベルアップ研修

地域福祉 10年のあゆみ

•	 台風 26号災害大島社協災害ボランティアセンター運営支援に職員派遣

  「在宅サービスだより」の発行
開 始 昭和 62 年度
内 容 有償在宅福祉サービスの利用会員・協力会員に発行。

終了

 
 ミニ会食会事業（どんぐりのつどい・ひなまつりのつどい）

開 始 平成 25 年度
内 容 70 歳以上の一人暮らし高齢者を対象に、ボランティアの手作り昼食と催し

を通して交流の輪を広げてもらう会。“ どんぐりのつどい” は 11 月～ 12 月、
“ ひなまつりのつどい” は 2 月～ 3 月に開催。

終了

 ミニ会食会事業（食事サービスボランティア研修会）
開 始 平成 25 年度
内 容 食事サービスに携わるボランティアの発掘やスキルアップを図

ることを目的に、ボランティアを対象に、「食品衛生講習会」や
「料理講習会」、料理実習を実施。

終了
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平成
26年度

•	 福祉活動推進事業から地区社協モデル事業受託へ
多様化し複雑化する福祉課題にさらにきめ細やかに対応するため、東京都社会
福祉協議会が進める「課題発見・解決志向型の地区社協モデル事業」を受託。

•	 地域福祉コーディネーター　各福祉エリアに配置
制度の狭間や支援につながりにくい福祉課題や生活課題解決のための地域福祉
コーディネーターを配置し、住民主体の地域づくりを進める。

  小地域懇談会・世話人会
開 始 平成 14 年度
内 容 小地域懇談会の開催に向けて、地域

の世話人による連絡会を実施。

終了

  一人親家庭休養事業
開 始 昭和 59 年度
内 容 市内の小学生以下のお子さんが

いるひとり親家庭を対象に、年
1 回日帰り・宿泊行事を実施。

終了

  府中市保健福祉人材育成センター運営事業
開 始 平成 6 年度
内 容 高齢者、障害者、ひとり親家庭の増加や、多様化する保健

福祉の需要に対応できる人材の育成を行う。

終了

内 容 地域住民が主体となって、地域の高齢者や障害者（児）、子育て中の親子等を対象に身近な
場所で定期的に地域活動を行っている団体や活動の立ち上げ・運営に関する相談支援を行う。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
ふれあいいきいきサロン

〈サロンマップ連絡会〉
サロン活動のネットワークづくりのための連絡会。

〈サロンマップの会〉
分野を越えたサロンマップの作成と作業を
通してサロン活動者同士の関係づくりを行
う。

〈サロンマップの作成〉
サロンマップを作成し市民へ周知するこ
とで、サロン活動の普及啓発と活動者へ
の支援を行う。『ふれあいいきいきサロン
マップ』『わがまちサロンマップ』『ふちゅ
うの福祉施設マップ』を発行。

〈サロン交流会〉
サロン活動者、これから立ち上げようとして
いる人、興味のある人を対象にした交流会。

地域福祉 10年のあゆみ
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目 的 「わがまち支えあい協議会（地区社協）」の中心
的な役割を担う人材を育成するとともに、市民
の関心と気運を高める。

内 容 講演会を年 1 ～ 2 回開催
担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
わがまちタウンミーティングの開催

平成
27年度

•	 福祉活動団体への支援（地域福祉活動助成金交付事業）
地域の福祉課題を住民が主体となって解決する取り組みや地域の高齢者・障害者（児） 
及び子育て中の親子等が、地域で安心して暮らすための活動等を行っている福祉活動
団体に対して、助成金を交付。

内 容 「みんなが主役！地域で支えあうまちづくり」を基本理念に、住民主体
の福祉のまちづくりを実践するため、地域住民が直面しているさまざま
な生活課題・福祉課題の解決に向けた民間の活動目標を示す。
小規模な地域での住民相互の支えあいを推進する「わがまち支えあい協
議会（地区社協）の設置」と、「地域福祉コーディネーターの配置」と
いう二つの重点目標のもと、事務局体制も計画の実効性を高めるために
再編する。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
第 3 次地域福祉活動計画（平成 27 年度～令和 2 年度）の推進

目 的 地域力の強化、包括的支援体制等の整備
を目指し、住民主体の地域課題解決の体
制づくりの強化、複合化・複雑化した課
題に対する相談機能の充実を図る。

内 容 文化センターエリアに各 1 名、計 11 名
を配置。制度の狭間にある困りごとを抱
えている方の社会的孤立の解消を図り、
一人ひとりに寄り添った支援（個別支援）
や、地域住民が一人ひとりの困りごとを
地域全体の課題として捉え、地域住民が
連帯意識を持って活動を創り出す支援（地
域支援）を行う役割を担う。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
地域福祉コーディネーター活動

在宅福祉助け合い事業の金銭管理・財産保全
開 始 昭和 62 年度
内 容 在宅福祉助け合い事業の利用会員を対象に、金融機関か

らの金銭の出し入れや支払い・預金通帳等の保管を行う。

終了

目 的 地域の支えあいのしくみづくり推進のため、住民意識
の醸成、地域活動者となる人材の育成を目的とする。

内 容 地域住民とのパイプ役を担っていただけるよう相談員
の育成（地域なんでも相談員養成研修）と相談員同士
の連携（地域なんでも相談員連絡会）を深め、地域の
ささえあい活動への積極的な参加を促すことを生活支
援コーディネーター中心に進める。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
地域福祉リーダー養成研修

フードパントリー サロン活動

地域福祉 10年のあゆみ
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内 容 昭和 56 年から発行の「ふちゅう
ボランティアセンターニュース」
から「まちづくりニュース」に改
め、より身近な地域活動情報の発
信を行う。

担 当 地域活動推進課　府中ボランティア
センター

新規
まちづくりニュースの発行

平成
28年度

平成
29年度

内 容 介護予防・日常生活支援総合事業に位置付けられた専門職。高齢
になっても住み慣れた地域で暮らしていけるよう、住民同士の支
えあいの取り組みや、生きがいづくり・自分らしく活躍できるた
めの場づくりを進めていく役割を担う。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
生活支援コーディネーターの配置

目 的 地域にある生活課題の掘り起し・早期発見に努め、制度の狭
間にある困りごとを抱えている方の社会的孤立の解消を図る。

内 容 ちょっとした暮らしの心配事などを地域福祉コーディネー
ターに相談できる場所として「困りごと相談会」を各文化セ
ンターで毎週開催。
平成 28 年 11 月に押立文化センターエリアと武蔵台文化セン
ターエリアで始まる。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
困りごと相談会

   配食サービス事業
開 始 平成 11 年度
内 容 一人暮らしの障害者の方へ、手作りの夕食の弁当

を配達。献立の作成、調理、配達をボランティア
グループ「きさらぎ」が担当。

終了

片町文化センター困りごと相談会入口

地域福祉 10年のあゆみ

内 容 高等職業訓練促進資金を活用して養成機関に在学し、
就職に有利な資格取得を目指すひとり親家庭の親に
対し入学準備金、就職準備金を貸し付け、資格取得
を促進し自立の促進を図る。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付
（入学準備金、就職準備金）
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令和
元年度

•	 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施
災害発生した際は災害ボランティアセンターとして機能するこ
とが見込まれているため、 全国から集まるボランティアと様々な
地域ニーズのマッチングを担う災害ボランティアセンターの立
ち上げを想定した訓練を職員全体研修として実施。

平成
30年度

•	 西日本豪雨災害　広島県呉市災害ボランティア
センター運営支援に職員派遣

開 始 平成 7 年度
内 容 平成 7 年の阪神・淡路大震災をきっかけに府中市との間で「災

害時におけるボランティア活動に関する協定」を締結し、災害
支援ボランティア（防災ボランティア）を推進しています。災
害発生時は災害ボランティアセンターを立ち上げ被災者支援の
拠点となる役割もあり、災害ボランティアセンター設置運営訓
練を例年実施。また災害ボランティアの育成のための、入門講座、
災害ボランティアセンタースタッフ養成講座を定期的に開催し
ています。

〔事業紹介〕災害支援ボランティアの推進

内 容 社会福祉法の改正による地域における公益的な取組を実施する責
務に対し、社会福祉法人に限らず、医療法人や NPO、一般企業
に働きかけ、横断的な連携を図る地域公益活動連絡会の創設によ
り、地域住民と一体となり地域課題の解決へ向けた事業を展開。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
社会福祉法人等の地域公益活動

•	 台風 19 号被害　佐野市災害ボランティアセンター運営支援に職員派遣

地域福祉 10年のあゆみ
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令和
3年度

令和
2年度

•	 第 4 次地域福祉活動計画（令和 3年度～
令和８年度）の推進

「わがまち支えあい協議会」の推進を重点目標に掲げた「第
4 次地域福祉活動計画（あったか府中ささえあいプラン）」
の初年度。住民のみなさんが「気づく、動く、つながる」
よう組織強化を図り、包括的相談支援体制を構築。

内 容 府中市と共催で各文化センターを拠点に、障害
当事者、地域の関係機関や市民と共に、地域の
消防署・防災倉庫・避難所となる学校などを確
認しつつ歩く企画、防災まち歩きを実施。毎年
2 か所を目途に実施予定。

担 当 地域活動推進課　府中ボランティアセンター

新規
防災まち歩きの実施

内 容 府中市要保護児童対策地域協議会が対象
とする支援を必要とされたご家庭に対し
て、なんでも相談員等の地域の人材に臨
時職員（訪問員）として定期的に訪問し
てもらい、利用できるサービスのご紹介
や食料品・日用品などの提供を行い、日
頃からの地域住民による見守り体制の強
化を図る。また地域福祉コーディネーター
の専門性を活かした個別支援や地域支援
を行い、わがまち支えあい協議会へつな
ぎ地域で支援が必要な児童とその世帯を
支える形をつくる。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
支援対象児童等見守り強化事業

内 容 生活福祉資金貸付事業の中で新型コロナウイルス感染症の影響に
よる緊急小口資金、総合支援資金の貸付を実施。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
新型コロナウイルス感染症による緊急小口資金、
総合支援資金の貸付

開 始 昭和 38 年度
内 容 低所得者世帯・障害者世帯・高齢者のいる世帯に対し、各種貸付制度の相談および貸付申請

窓口業務・各種貸付制度の償還業務を実施。
災害（平成 28 年度熊本地震、平成 30 年度北海道胆振東部地震、令和元年度台風 15・19 号）
や新型コロナウイルス感染症に関わる貸付が大幅に増加。令和 2 年には就職氷河期世代等へ
の支援のための生活福祉資金貸付を実施。状況の変化に応じた貸付を行っている。

生活福祉資金貸付事業

開始

地域福祉 10年のあゆみ

〔事業紹介〕

•	 困りごと相談会の拡充　相談拠点の拡充
11 か所すべての各文化センターエリアにおい
て、週に 1 回ずつ開催。令和 4 年 2 月から新町
文化センター（月・水・木）で週 3 回開催。

この10年
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•	 第 41 回福祉まつり　はじめて、オンラインで開催

内 容 住居の借り上げに必要となる資金を母子及び父子自立支援プログラム
策定を受けて児童扶養手当の対象者であり東京都に住民登録している
方に貸付け、就労又はより稼働所得の高い就労、子どもの高等教育の
確保などに繋げ、自立の促進を図る。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付（住宅支援金）

目 的 住民主体によるフードバンク活動を支援し、
「わがまち支えあい協議会」と連携した食を通

じた地域の支えあいの体制を作る。
内 容 令和 3 年度にフードバンク府中と協定を締結。

また、コロナ禍においてわがまち支えあい協
議会で食の支援が活発になり、その活動の後
方支援を行う。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
食の支援を通じたネットワーク事業

内 容 産前産後のご家庭を対象として、協力
会員（有償ボランティア）による家事・
育児・付き添い・兄姉のお世話などの
支援を行うことにより、ご両親の心身
のご負担を軽減するとともに、父親・
母親の孤立や産後うつを防ぎ、地域で
安心して子育てができるように支援す
る。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
産前産後家事・育児支援事業

産前産後家事・育児支援事業　協力会員研修

新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン開催

地域福祉 10年のあゆみ
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•	 第 4 次地域福祉活動計画の推進
事務局内にプロジェクトチームを設置し、各事業の実現に向けて取り組む。

•	 困りごと相談会の拡充　相談拠点の拡充
住吉文化センター、武蔵台文化センターにおいて週 3 回の開催へ。

令和
4年度

   民間賃貸住宅あっせん事業
開 始 平成 9 年度
内 容 住宅に困窮する高齢者世帯・障害のある方の

いる世帯に民間の賃貸住宅をあっせんする。

終了

内 容 住宅確保要配慮者を対象とした住まい相談の窓口となり、府
中市住宅課と連携し民間賃貸住宅への住居確保を目指すと共
に、入居後の地域における安否確認や地域生活における各種
相談を実施し、一体的に支援する。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係

新規
府中市住宅セーフティネット住まい相談事業

•	 第 42 回福祉まつり　はじめて、けやき並木・
ペデストリアンデッキで開催

来場者数 16,800 人。　

武蔵台文化センター困りごと相談会 住吉文化センター困りごと相談会

•	 令和 4年台風 15号静岡市災害ボランティアセンター運営支援に職員派遣　

地域福祉 10年のあゆみ
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平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

•	 地域福祉権利擁護事業等の充実強化
地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）等や市民後見
人養成事業の充実強化に努め、また「あんしん支援事業」を実施。

•	 地域福祉権利擁護事業等の充実強化
利用者が 100 人を超える

•	「老い支度カレッジ（旧：老い支度講座）」を開催し、
認知症に対する	理解を広めた。

権利擁護 10年のあゆみ

新規

内 容 地域から孤立しがちな認知症家族介護者を地域で支
えるため、介護者のつながりや居場所づくりを行う。
養成講座を受講した介護者応援ボランティアが運営。
平成 28 年には若年性認知症介護者の会を開始。平成
29 年度末に「ふれあいの会」は発展的解消。コロナ
禍では中止になることが多かった。現在は、介護者
の会「けやき」「此花（このはな）」「雲雀」「若年性
認知症介護者の会きらきら」を各月 1 回開催。

担 当 権利擁護課　権利擁護係

新規
家族介護者支援事業　府中市介護者の会

内 容 若年認知症の症例数は少なく、若年で発症するため家族の生
活に直結する課題が多い。そこで相談支援を行う専門職や若
年認知症の家族を対象に、当事者、家族に対する理解を深め
るための研修会を開催。

担 当 権利擁護課　権利擁護係

新規
若年性認知症関係者学習会の開始

•	「上手に老いる自己点検講座」を
「老い支度講座」へ名称変更

•	 地域福祉権利擁護事業等の充実強化
支援体制の担い手である生活支援員養成講習修了者が 100 人を超える。

「未来ノート」
初版発行

この10年
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平成
28年度

平成
29年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

新規高齢者虐待対応研修の開始    福祉機器等リサイクル事業
開 始 平成 4 年度
内 容 不要になった福祉機器を差しあげたい方

とほしい方双方の橋渡しを行う。電話登
録し、当事者同士で受け渡しをする。

終了

 住宅改修研修の委託終了 終了

•	 若年性認知症介護者の会　開始

•	 成年後見人養成事業の充実
後見業務の担い手を拡大するため、社会貢献の気持ちか
ら後見業務に取組む意欲をもつ市民を対象に講習を開
催。また、その修了者を後見活動メンバーとして登録し、
連絡会やフォローアップ研修を実施。

•	 認知症タウンミーティングの名称を「認知症に関わる
講演会」へ変更

•	 介護者応援ボランティアを養成するため介護者応援
ボランティア養成講座を開催

介護者応援ボランティアフォローアップ研修、介護者応援
ボランティア連絡会も開催。

•	 市民後見人の養成及び輩出
成年後見制度利用促進法に規定されたポイントを踏まえ、市民後見人の活動の幅が
さらに広げられるよう、関係機関への働きかけを行い、意思決定支援と身上保護を
重視した支援ができるよう努める。 

  
•	 地域福祉権利擁護事業利用者が担当生活支援員を市民後見人として
後見制度に移行したケースが 10名を超える

•	 中核機関を受託
成年後見制度利用促進法で位置づけられた中核機関として、
①広報機能、②相談機能、③利用促進機能、④後見人等支
援機能、⑤不正防止機能を果たす役割を担う。

•	 中核機関としての市民や
関係機関への周知 新規成年後見制度利用促進協議会を設置

新規
認知症カフェ立ち上げ養成講座の開催

高齢者虐待対応研修の委託終了

東京都標準利用料に準じて利用料を改定。
口座振替に対応。

終了

権利擁護 10年のあゆみ
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•	 4 月から施行された障害者総合支援法を遵守した事業実施を行う

•	 子ども発達支援事業　保育所等訪問開始	

•	 特定相談支援・障害児相談支援事業開始（み～な）

障害者福祉 10年のあゆみ

平成
25年度

開 始 昭和 57 年度
内 容 1　日中活動支援：作業部門、生活実習部門の 2

部門でのグループ活動を行っている。作業療
法士や理学療法士、音楽療法士等の専門職の
支援を受け、充実した活動を提供できるよう
に努めている。

2　医療的ケアの提供：経管栄養、導尿、酸素吸入、
膀胱留置カテーテル管理など看護師が対応し
ている。

3　行事（外出行事、季節行事等）：体験行事とし
て電車やバスに乗っての外出など、普段の日
中活動では味わえない体験ができる機会を設
けている。また、新年会、節分、花火大会な
ど季節行事を企画して楽しんでいる。

平成 25 年度から胃ろうによる経管栄養の利用者の受け入れを開始。平成 27 年度から、従来の作業生活実
習訓練事業を生活介護事業（法内）に移行。令和 3 年度には男性の導尿のケアにも対応。医療的ケアを必要
とする方に対し、柔軟な対応ができるよう取り組んできた。また、毎年、利用者が楽しめるように活動プロ
グラムを随時検討し、令和 4 年度には専門職（作業療法士、理学療法士、音楽療法士）の協力を得て、プ
ログラムを見直し、日中活動の充実に力を入れた。この 10 年で利用者の平均年齢が上がり、親の高齢化も
併せて進んでいる状況。

担 当 心身障害者福祉センター　作業生活実習訓練係

新規

新規

開 始 平成 13 年度
内 容 障害のある方やその家族を支援するため、福祉サービス利用援助、

社会資源や社会生活力の向上支援、当事者相談等の専門相談、専
門機関紹介、権利擁護・虐待防止・身体拘束適正化のための支援、
ケース会議等実施、サービス等利用計画の作成、関係機関との連
携を行う。

担 当 心身障害者福祉センター　地域生活支援係

生活介護事業

相談支援事業（一般・指定特定・指定障害児相談支援）

音楽療法

新年会 花火大会

余暇（太鼓の達人に挑戦）

〔事業紹介〕

〔事業紹介〕

この10年



17

•	 指定管理者制度に基づく第 3期指定管理を受託
府中市立心身障害者福祉センターにおいて平成 28 年度から 5 年間の
指定管理者制度に基づく管理運営事業の再指定を受ける。

平成
27年度

平成
28年度

開 始 昭和 57 年度
内 容 障害のある方に対し、麻痺の回復や機能的な向上、当事者自身

の持つ能力を上手に使うこと、工夫して可能になることなど、
幅広く『できること』を広げていけるよう支援する。

担 当 心身障害者福祉センター　地域生活支援係

開 始 平成 23 年度
内 容 身体的・社会的に障害が重く通所施設の日中活

動サービスをうけることのできない障害者に対
し、自宅での個別支援プログラムに基づく創作
活動、感覚活動、文化・芸術活動、自立に向け
た機能訓練活動、社会参加に向けた活動などの
サービスを提供する。

担 当 心身障害者福祉センター　地域生活支援係

理学療法（PT）
言語療法（ST）

作業療法（OT）

通常訓練

特別訓練

春のスポーツ大会
（グランドゴルフ）

秋のスポーツ大会
（風船バレーボール）

•	 利用料金制度導入
府中市立心身障害者福祉センター条例
の改正に基づき、機能訓練事業、作業
生活実習訓練 （生活介護）事業、児童
発達支援事業及び緊急一時入所事業に
利用料金制度を導入。

訪問支援事業

機能訓練事業

訪問支援の様子

障害者福祉 10年のあゆみ

〔事業紹介〕

〔事業紹介〕
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•	 は～もにぃ 20周年

開 始 平成 8 年 11 月
内 容 喫茶での接客や厨房業務・市内障害者施設等の自主製品

の販売業務などを通して社会参加し、作業、就労訓練を
行っている。現在 17 名の仲間がそれぞれの力を発揮して
働き、お客様をお迎えしている。

対 象 市内在住の知的障害者
府中駅界隈の再開発が進み周辺環境も変化。またコロナ
禍では休業期間や時短営業など今までにない状況も経験
したが、地域の皆様に支えられながら今年で「は～もにぃ」
は開所より 27 年、「御休み処」は 16 年を迎えることがで
きた。

担 当 地域活動推進課　まちづくり推進係　は～もにぃ

開 始 平成 10 年（児童発達支援事業 昭和 57 年）
内 容 発達に遅れや偏りがある就学前の児童を対象に、相談から集団療育を柱とした発達の

支援を行う。人と関わる力、生きる力を育むことを基本としている。発達相談、外来
指導（個別・グループ）、児童発達支援事業（通園）、保護者支援（勉強会・研修会など）、
関係機関支援（ケースを通じた連携・研修会・連絡会・保育園幼稚園等の訪問支援など）
を行っている。

対 象 市内在住の知的障害者
発達相談、外来指導のニーズの増加に分室の開設、支援提供場所の検討、提供体制の
拡充などを行い対応してきた。また支援体制の充実（専門性強化のための採用・育成
への取組）を図り、府中市の児童発達支援センター設置へ協力を行った。

担 当 心身障害者福祉センター　子ども発達支援係

平成
29年度

•	 子ども発達支援センターあゆの子　しみずがおか分室開始

子ども発達支援センターあゆの子
（子ども発達支援事業、児童発達支援事業）

は～もにぃ運営事業

新規

御休み処

は～もにぃ	販売コーナー

障害者福祉 10年のあゆみ

〔事業紹介〕

〔事業紹介〕

この10年

この10年
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•	 利用者の安心・安全のための環境整備	
府中市立心身障害者福祉センターにおいて、建物の老朽化に対応す
るため計画的な施設改修に努め、福祉機器の積極的な導入を行う。

•	 市民公開講座の実施	
広く市民を対象に障害者理解についての普及啓発を図るため、「小
児期の発達障害の理解と支援」をテーマに市民公開講座を開催。

開 始 平成 13 年
内 容 講座・講習・学習会・地域社会との交流、関係機関の連携強化、専門的支援の提供、普及啓

発等講座・講習・地域交流イベント等の開催、フリースペースの提供、自主グループの活動
支援、広報・普及・啓発活動の実施、地域関係機関への専門的支援・連携を行ってきた。
平成 27 年からは肢体当事者相談員が学校へ出張し障害理解講座を開くなど地域に出ていく
こと（アウトリーチ）を意識した企画作りを進めている。また、令和元年度から新型コロナ
ウイルス感染症が拡大。緊急事態宣言等により、事業中止や延期が続いたが、感染予防対策
を取りつつ実施している。

担 当  心身障害者福祉センター　地域生活支援係

地域活動支援センターⅠ型（講座・講習会）

新規

学習会

サマークラブ（音楽）

サマークラブ（工作）

腰痛予防体操

地域交流イベント（フラダンス）

地域交流イベント（移動動物園）

出前講座

子ども障害理解講座（手話）

子ども障害理解講座

障害者福祉 10年のあゆみ

〔事業紹介〕

この10年
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開 始 平成 9 年度
内 容 （1）緊急要件利用：介護者の入院や通院等、緊急かつやむを得ないときの利用。6 泊

7 日以内。
（2）レスパイト利用：介護者の休養など、要件は問わず利用可能。年間合計 4 日間まで。

コロナ禍中は緊急要件利用を優先して実施。令和 4 年度から介護人派遣事業所を 4 事
業所に増やし、年 2 回連絡会を開催して情報共有しながら対応している。

担 当 心身障害者福祉センター　地域生活支援係

令和
元年度

令和
2年度

平成
30年度

•	 新型コロナウイルス発生時における業務継続計画（BCP）を策定

•	 緊急一時入所事業が地域生活支援拠点として指定をされる

  身体障害者福祉電話使用料　助成事業
開 始 昭和 51 年度
内 容 要件に該当する身体障害者の方がいる世帯

に電話使用料の一部を助成する。

終了

•	 要配慮者利用施設の避難確保計画等の策定と各種マニュアル等のモニタリング	
府中市立心身障害者福祉センターにおいて水防法の改正により定められた「要配慮者利用施
設の避難確保計画」を策定した。

•	 環境整備
府中市立心身障害者福祉センターにおいて、事業継続計画（BCP）、
感染症マニュアル、虐待防止マニュアル等のモニタリング（見直
し研修）を行い、サービスの標準化を図った。

緊急一時入所事業

新規

〔事業紹介〕

障害者福祉 10年のあゆみ

この10年
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開 始 平成 18 年度
内 容 概ね 18 歳以上の一般企業への就労を目指す障害者が安定して働き

続けられるよう、就労面と生活面の支援を行う。
担 当 心身障害者福祉センター　地域生活支援係

•	 災害に備えた運営体制の充実	
「多摩川の洪水時における避難確保計画」を一部改正し、
継続して有事に備えた訓練及び研修等を実践。 令和

4年度

令和
3年度

•	 福祉避難所としての機能の検討
地震災害に備えた福祉避難所機能について市と協議を進める。
 
•	 指定管理者制度に基づく第 4期指定管理を受託
府中市立心身障害者福祉センターにおける第 4 期指定管理期間（令和 7 年度まで）
を受け安心安全な施設運営と環境に配慮した施設の管理運営に努める。

•	 特定相談支援事業、障害児相談支援事業及び一般相談支援事業がそれぞ
れ地域生活支援拠点として指定される

終了子ども発達支援センターあゆの子　
しみずがおか分室終了
しみずがおか高齢者在宅サービスセンターの閉館に伴い終了

障害者就労支援事業
（東京都区市町村障害者就労支援事業）

障害者就労の様子

余暇活動

〔事業紹介〕

障害者福祉 10年のあゆみ
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高齢者福祉 10年のあゆみ

平成
27年度

平成
28年度

平成
26年度

   一人暮らし高齢者等地域支援事業
開 始 平成 23 年度
内 容 在宅の一人暮らし高齢者等に対して、地域での

見守り活動、交流活動を支援する。サロン活動
における支援など地域活動の交流の支援を行う。

終了

新規
府中市高齢者住宅管理業務

（押立町やすらぎ）
平成 20 年度から受託している八幡町やすら
ぎに加えて、管理業務を開始。

開 始 平成 18 年
内 容 介護保険法における居宅介護事業、訪

問介護事業、介護予防・日常生活支援
総合事業、障害者総合支援法における
居宅介護・同行援護事業、地域生活支
援（移動支援）事業等を実施。

•	 介護保険事業経営安定化に向けて
府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンターにおいて、
介護保険事業における利用料金制度を導入。

•	 4 月から改正介護保険法が施行

•	 府中ケアサポートセンターの統合
効率的なサービスを提供するため、府中ケアサポー
トセンターを府中市立ふれあい会館から府中市立
しみずがおか高齢者在宅サービスセンターへ移転
し、しみずがおか居宅介護支援センターと統合。

•	 指定管理者制度に基づく再指定
府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンターにおい
て平成 28 年度から 5 年間の指定管理者制度に基づく管理
運営事業の再指定を受ける。

府中ケアサポートセンター
〔事業紹介〕
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総合相談・支援相談
開 始 平成 8 年度
内 容 65 歳以上の要援護高齢者を対象に、住み慣れた地域で安心し

て生活できるよう主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師
等の専門職がチームとなって、総合的な支援を行う。

対 象
地 区

八幡町・押立町・清水が丘・白糸台（4 ～ 6 丁目）

地域包括支援センター

•	 改正介護保険法への対応
「住民等の多様な主体が参画し、多様なサービスを充実することで、地域の支え
あい体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能
とする。」ことを目指すことになったことから、「わがまち支えあい協議会」にそ
の方策を反映する。

平成
30年度

平成
29年度

 府中市高齢者住宅管理業務（八幡町やすらぎ）
終了

内 容 60歳以上の高齢者を対象にし、
市民および医療・介護関係者から
の在宅医療・介護連携に関する
相談対応を行うことにより地域
の在宅医療・介護連携の現状に
ついて情報収集を行い、医療介
護連携の推進や在宅療養相談業
務の支援技術の向上に役立てる。

担 当 地域活動推進課　地域包括支援セ
ンターしみずがおか

新規
在宅医療介護連携推進事業

•	 介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の推進	
予防給付から介護予防・日常生活支援総合事業に段階的に移行。

•	 府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンターの事業廃止が決定
府中市公共施設マネジメント推進プランにより、平成 32 年度末に事業廃止が決定。
利用者等へのサービス低下にならないよう、円滑な事業の推進と効率的な経営に努
める。廃止後の利用者の最適な環境を確保するため、他機関と協議・連携を図るな
ど準備を進める。

 包括的・継続的
 ケアマネジメント支援事業

開 始 平成 8 年度 開 始 平成 21 年度～
内 容 介護支援専門員が抱える

支援困難事例についての
指導・助言、関係機関と
の連携体制の構築による
介護支援専門員への支援、
介護支援専門員が資質向
上を図る取り組み、各関
係機関とのネットワーク
づくりなど。

内 容 要支援認定者などに介護
予防支援、介護予防ケア
マネジメントを行う。

介護予防・
生活支援に係る業務

担 当 地域活動推進課　地域包括支援センターしみずがおか

高齢者福祉 10年のあゆみ

〔事業紹介〕
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内 容 地域支援ネットワーク事業から
変更され、認知症地域支援推進員
を 1 名以上配置。認知症の方や
その家族からの相談対応、認知症
が疑われる方等に対する認知症
初期集中支援チームを立ち上げ
るなど関係機関との連携した包
括的集中的な支援、府中市認知症
サポーター「ささえ隊」の養成
など普及啓発、認知症家族介護
者教室（オレンジサロン）の開催、
認知症カフェの立ち上げの運営
支援などを行う。

担 当 地域活動推進課　地域包括支援
センターしみずがおか

新規
認知症対策事業

令和
2年度

•	 府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンター事業の廃止を
見据えた事業実施

廃止に向け利用者数が減ったことから 10 月より土曜日を休業日にする。

令和
元年度

開 始 平成 17 年度
内 容 65 歳以上の市民を対象に、介護予防・フレイル予防のため

のプログラムを身近な会場で実施し、地域住民主体で体操・
交流のできる身近な集いの場の支援をし、自主的な介護予
防を促していく。

担 当 地域活動推進課　地域包括支援センターしみずがおか

〔事業紹介〕

•	 3 月末に府中市立しみずがおか高齢者
在宅サービスセンター事業の廃止	

通所利用者及び家族の意向を踏まえながら、関係機関
と連携し円滑に他施設等へ移行できるように努め、3 月
に指定管理制度を終了。

介護予防推進事業

高齢者福祉 10年のあゆみ
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•	 訪問介護事業などの業務の再編成
府中ケアサポートセンターしみずがおかの介護保険事業
で行っている訪問介護事業等について、業務を再編成。

敬老マッサージ事業
開 始 昭和 39 年度
内 容 敬老行事として年 1 回府中市はり灸マッサージ師会

の社会貢献活動として大國魂神社の協力を得て、75
歳以上の市民に対してマッサージを実施。

終了

令和
3年度

令和
4年度

•	 府中ケアサポートセンターの移転
4 月に旧府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンターから
ふれあい会館へ事務所を移転。

•	 地域包括支援センターしみずがおかの移転
4 月に旧府中市立しみずがおか高齢者在宅サービスセンター
から押立町に事務所を移転。
モデル事業　短期集中予防サービスの実施。

高齢者福祉 10年のあゆみ
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•	 改正障害者雇用促進法に基づき障害者雇用
を開始

•	 社協事業 PR のため毎月 1回府中駅前で街
頭 PR活動実施

•	 平成 27 年茨城県台風 18 号等災害義援金街
頭募金活動実施

平成
29年度

平成
27年度

平成
26年度

平成
28年度

  エコキャップ収集活動
開 始 平成 19 年度
内 容 市内の小中学校・自治会と連携し、ペットボトルキャッ

プ（エコキャップ）の資源回収を行い、市民に地域
福祉やボランティアに関心をもってもらう活動。

終了

内 容 引き続き平成 29 年度までの府
中市立ふれあい会館の会議室の
利用受付、施設の維持管理等を
実施。

担 当 総務課　総務係

新規
府中市立ふれあい会館　
第 3 期指定管理業務開始

•	 熊本地震災害義援金	 	
街頭募金活動実施

•	 改正社会福祉法への対応
平成 29 年 4 月からの改正社会福祉法の施行に合わせ経営組織としての
ガバナンスの強化など適正に対応。今後予定している役員改選等におい
ても適切な対応に努めた。

•	 九州豪雨災害義援金　街頭募金活動実施

開始

ふれあい会館

法人運営 10年のあゆみ
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•	 府中市立ふれあい会館移転
寿町 3 丁目から府中町 1 丁目に移転。それにともない
法人事務局も移転。

 マスコットキャラクターふわり誕生
内 容 親しみやすいマスコットキャラクターを通じて、社協の

PR・宣伝普及を行う。
ふ わ り
誕 生 ま で

府中市在住で美術家・絵本作家の本多眞紀子さんが、当
協議会をイメージしたキャラクターとして “くも” をモ
チーフにデザインしてくださる。 
このキャラクターの愛称を令和元年 7 月～ 8 月に公募し
たところ、127 通の応募があり、その中から “ふわり”
という愛称に決定し、社協のマスコットキャラクターふ
わりが誕生。ふわりは府中の空から「困った人はいない
かな？」「手助けすることはないかな？」と見守っていて、
す～と飛んでかけつける。時には日陰になる場所を作った
り、雨を降らして潤したりしてくれる。また仲間のくも
と相談もする。自分でできることを考えながら、地域で
支えあうまちづくりをみんなで進めていきたいと思って
いる。

担 当 総務課　総務係

平成
30年度

令和
元年度

令和
4年度

広報編集委員会　
開 始 昭和 45 年度
内 容 広報紙「ふちゅうの福祉」の企画・校正等を

検討する委員会。

新規

終了

新規

ふわり　車輌ステッカー

ふわりグッズ　アンブレラマーカー

移転後のふれあい会館

移転後のふれあい会館入り口

•	 府中市立ふれあい会館第 4 期
指定管理業務開始

新たに府中市立ふれあい会館において平
成 30 年度から 5 年間の第 4 期指定管理
者に指定された初年度。公共施設予約シ
ステムの運用開始。より地域に密着した
地域福祉の拠点を目指す。

•	 西日本豪雨災害義援金	街頭募金活動

•	 北海道胆振東部地震災害義援金　街頭募金活動

法人運営 10年のあゆみ
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平成 24 年
6 月 15 日～

平成 26 年
6 月 15 日～

平成 28 年
6 月 15 日～

平成 29 年
4 月 1 日～

令和 3 年
6 月 15 日～

伊藤 かつ子 玉井 榮子 伊藤 かつ子 奥田 俊五 門脇 高次 長島 明道 石川 久子 森元 俊太郎 林 宏信
三島 悦子 佐伯 ヨシ子 真鍋 美一 下條 輝雄 真鍋 美一 山上 稔 佐藤 ミドリ 奈良﨑 久和 市川 眞理子
真鍋 美一 松本 惠子 大日方 公子 島田 幹子 水越 正 奥田 俊五 高澤 久美子 横田 実 石川 敬子

大日方 公子 石川 謙一 原田 まち子 山上 稔 原田 まち子 下條 輝雄 林 比典子 佐藤 新悟 森元 俊太郎
原田 まち子 山本 裕章 林 比典子 杉村 康之 佐藤 ミドリ 島田 幹子 武野 純子 － 高澤 久美子
横山 須美子 大木 榮詮 武野 純子 奈良﨑 久和 林 比典子 奈良﨑 久和 渡辺 たき子 － 武野 純子
佐藤 ミドリ 藤原 源郎 田野倉 晴美 遠藤 弘美 武野 純子 阿部 裕樹 矢島 道子 － 小林 謙二
武野 純子 大木 稔 渡辺 たき子 阿部 裕樹 田野倉 晴美 久米 敏文 小牧 直子 － 渡辺 たき子
林 比典子 山賀 浩之 田中 清美 久米 敏文 渡辺 たき子 金森 泰 原田 君枝 － 矢島 道子

竹内 砂恵子 松本 昌司 北島 章雄 渡邊 信 尾﨑 晴子 宮﨑 浩一 石川 謙一 － 今喜夛 トシヱ
清水 松枝 堀江 勇介 吉田 ヒサ子 宮﨑 浩一 田中 清美 鈴木 万里子 須藤 光忠 － 石川 謙一
糟谷 一夫 竹内 たえ子 佐々木 英子 内藤 寿美子 北島 章雄 － 河内 保弘 － 箕輪 和子

田野倉 晴美 皆川 しづ子 矢ケ崎 綾子 － 吉田 ヒサ子 － 金子 重明 － 後藤 純子
渡辺 たき子 鈴木 益子 石川 謙一 － 佐々木 英子 － 田中 陽子 － 伊藤 仁
柴﨑 金勝 仙波 節子 谷合 隆一 － 矢ケ崎 綾子 － 岡田 昭太郎 － 松村 信幸
塩澤 千鶴 長島 明道 髙野 佳子 － 小牧 直子 － 林 宏信 － 三浦 信宏
片山 正明 松本 ヤス子 藤原 源郎 － 石阪 規容子 － 河西 道子 － 鹿島 由美子
田中 清美 奥田 俊五 宮﨑 貞男 － 石川 謙一 － 村木 慶子 － 堀内 明宗

比留間 アキ子 下條 輝雄 大木 稔 － 髙野 佳子 － 鹿島 由美子 － 鈴木 光治
芝辻 義治 島田 幹子 伊藤 富夫 － 鈴木 正弘 － 堀内 明宗 － 井上 博正
北島 章雄 山上 稔 松本 昌司 － 須藤 光忠 － 山上  稔 － 渡部 悦行
神山 誠吾 横田 実 柴﨑 金勝 － 寺島 清友 － 松本 幸次 － 渡辺 将

吉田 ヒサ子 持田 剛史 酒折 一武 － 黒米 俊哉 － 並木 茂勝 － 西埜 真美
佐々木 英子 遠藤 弘美 皆川 しづ子 － 岡田 昭太郎 － 鈴木 光治 － 柄澤 地平
井上 摩利子 久米 敏文 柴田 稔 － 酒折 一武 － 近藤 登 － －

今喜夛 トシヱ 渡邊 信 仙波 節子 － 佐藤 勝美 － 鈴木 栄美子 － －
鈴木 政博 宮﨑 浩一 長島 明道 － 柴田 稔 － 柴田 稔 － －

矢ケ崎 綾子 大隅 要之助 松本 ヤス子 － 村木 慶子 － 鈴木 尚文 － －

平成 24 年
6 月 15 日～

平成 26 年
6 月 15 日～

平成 28 年
6 月 15 日～

平成 29 年
6 月 15 日～

令和元年
6 月 17 日～

令和 3 年
6 月 15 日～

令和 5 年
6 月 15 日～

伊藤 敏春 伊藤 敏春 伊藤 敏春 伊藤 敏春 伊藤 敏春 伊藤 敏春 伊藤 敏春
江田 廣子 横山 年子 横山 年子 芝辻 義治 林 比典子 北島 章雄 北島 章雄
横山 年子 山崎 猛 芝辻 義治 林 比典子 北島 章雄 目時 寿美子 目時 寿美子
山崎 猛 遠田 宗雄 木下 義明 木下 義明 柊 昌一 奈良﨑 久和 前川 浩子

比留間 利蔵 福田 千夏 手塚 歳久 手塚 歳久 目時 寿美子 遠田 宗雄 －
遠田 宗雄 手塚 歳久 － 西村 陸 髙津 みどり － －

矢ケ崎 一幸 平野 耕市 芦川 伊智郎 芦川 伊智郎 芦川 伊智郎 芦川 伊智郎 深美 義秋
鹿島 宏之 芦川 伊智郎 鹿島 宏之 鹿島 宏之 深美 義秋 深美 義秋 加藤 哲康
平野 耕市 鹿島 宏之 － 深美 義秋 － 加藤 哲康 －
榎本 高士 山村 憲太郎 岡林 健人 － － － －

山村 憲太郎 － － － － － －
木下 義明 木下 義明 持田 将俊 宮﨑 貞男 久保寺 治 真鍋 美一 真鍋 美一
小峰 光羡 木越 みどり 谷合 隆一 飛澤 明夫 飛澤 明夫 小川 昭仁 小川 昭仁
佐藤 正教 持田 将俊 宮﨑 貞男 小林 久恵 小林 久恵 平泉 順子 平泉 順子
能勢 淳子 保坂 昌代 田中 陽子 岡林 健人 遠藤 純 小林 久恵 奥山 弘子

岡田 テイ子 谷合 隆一 平泉 順子 真鍋 美一 真鍋 美一 遠藤 純 篠原 健
林 比典子 大木 榮詮 進藤 サエ子 原 健作 小川 昭仁 久保寺 治 久保寺 治
鈴木 政博 須藤 春子 小林 久恵 平泉 順子 平泉 順子 飛澤 明夫 倉光 亙

中込 健二郎 平泉 順子 後藤 紀子 谷合 隆一 髙野 佳子 倉光 亙 朝倉 俊夫
保坂 昌代 進藤 サエ子 川田 誠 髙野 佳子 赤岩 直 髙野 佳子 矢ケ﨑 幸夫
加藤 礼子 小林 久恵 並木 茂勝 関根 昌一 村越 功一郎 赤岩 直 柏木 直人

久保田 摩耶子 後藤 紀子 － 村越 功一郎 － 柏木 直人 －
平泉 順子 川田 誠 － － － － －
小林 久恵 並木 茂勝 － － － － －
後藤 紀子 － － － － － －

芦川 伊智郎 － － － － － －
川田 誠 － － － － － －
堤 薫 － － － － － －

並木 茂勝 － － － － － －
遠藤 重太郎 松山 晃 松山 晃 松山 晃 松山 晃 松山晃 松山 晃

松山 晃 朝倉 俊夫 朝倉 俊夫 鳥羽 和子 鳥羽 和子 鳥羽和子 吉野 由紀子
－ － 鳥羽 和子 － － － －

● 評議員

● 理事・監事　

歴代役員・評議員名簿

役職名

監事

理事

評議員

会計理事

常務理事

副会長

会長

役職名

法人運営 10年のあゆみ



わがまち支えあい協議会とは

（1）立ち上げを目指すに至った背景

　平成 26 年度に小地域懇談会での話し合いや、アンケート等を実施し、
地域の様々な困りごとがわかってきました（ex. 社会的孤立、ひきこもり、
近隣のおつきあいが希薄、住民同士のマナーの低下、若い人たちの参加が
得られない、孤独死、認知症高齢者の増加、担い手がいないなど）。
　その中には、公的な制度では解決が難しい困りごともありました。
　誰もが安心して自分のまちで暮らすためには、こうした個人の困りごと
を「我が事」として捉え、一人ひとりの困りごとに寄り添い、解決に向け
たしくみづくりが必要です。
　わがまち支えあい協議会とは、住民の皆さんが、より身近な生活圏域の
中で、住民自らさまざまな困りごとに気付き、一緒に解決していくしくみ
です。

（2）わがまち支えあい協議会の役割

　　ア　地域にある課題・心配事をキャッチする。
　　イ　様々な立場の人が集まり、解決に向けたアイデアを出し合う。
　　ウ　地域でできる活動を生み出す。

※文化センターエリアごとの立ち上げを目指し、現在は全 11 文化センターエリアで
立ち上がりました。

10年10年ののあゆみあゆみ
わがまち支えあい 協 議 会



わがまち支えあい 協 議 会

活動の様子

話し合いの様子

寿町１・２丁目（３丁目の一部）、幸町１・２丁目、
府中町、晴見町１・２丁目、宮町、宮西町１丁目、
八幡町、緑町、日吉町、天神町１・２丁目

令和２年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

公 的 サ ー ビ ス で は 難 し い よ う な、
ちょっとしたお手伝い活動をやるに
あたり、地域にニーズがあるのかア
ンケートをしよう。

アンケート調査
ちょこっと支援を検討するにあたり、そも
そも必要とされている活動なのかアンケー
トを実施

平成 30年度

！

?

?

！

?

?
会のことを、より多くの方に知って
もらいたい。担い手を増やしたい。

PR 活動
福祉まつりで PR ブース出展→感染症拡大
防止のため中止
スーパーの前で声をかけながらチラシを配
布→感染症拡大防止のため中止

令和２年度

！

?

?
アンケート結果をもとに、ちょっと
したお手伝い活動を検討。

ちょこっと支援
電 球 交 換 や ゴ ミ 出 し な ど の 30 分 程 度 の
ちょっとしたお手伝い活動

平成 30年度開始

！

?

?

障害があってもなくても、子どもも
大人も、どなたでも集える居場所が
ほしい。日中は仕事等で忙しい方も
参加できるよう、夜に開催してはど
うか。

よるカフェ・つながり
どなたでも集える居場所、地域の声を拾う
場。日中は忙しい方なども来られるように
夜に開催

平成 30年度開始

よるカフェ・
つながり ちょこっと支援

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

中央ささえあいの会

ス ー ンロ ガ

よるカフェ・つながり
（地域の声を拾う

「ささえあいボード」）
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10年のあゆみ わがまち支えあい協議会

活動の様子

小柳町１・３丁目、清水が丘３丁目、若松町１・
２丁目・白糸台（車返団地を除く）

令和３年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

世代を越えて顔見知りに

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策

！

?

?

地域住民のちょっとお手伝いしてほ
しいという活動を通じて地域とつな
がろう！
通所のためのバス停まで迎えに来て
ほしい。車いすの操作を手伝ってほ
しい。

ちょこっとお手伝い！

?

?

！

?

?わがまち支えあい協議会のことを、
より多くの方に知ってもらいたい！
担い手を増やしたい！

アンケートを実施。協力者説明会を開催。（感
染症拡大防止のため令和 3 年度に延期）

令和２年度開始

！

?

?

学校の先生より「登校時に危険な横
断歩道があり、保護者が交代で見て
いるが、毎日のことなので、お手伝
いしてくれる人がいると嬉しい」と
の情報。

若松小学校登校時見守り活動

令和２年度開始

令和元年度開始

ささえあいの会  ～白糸台・若松町・清水が丘・小柳町～

若松小学校登校時見守り活動

みんなのつどい
しらいとの様子

アンケートの実施

みんなのつどい
外観

31



10年のあゆみわがまち支えあい協議会

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

！

?

?

！

?

?

！

?

?

活動の様子

ちょこっとお手伝い

児童が事故にあわないように見守り
をしたいが、児童の見守りをするボ
ランティアが減っている。

学童クラブからの帰宅同行

令和２年度開始

ちょこっとお手伝い協力者の説明会

令和元年度

ちょこっとお手伝い
令和元年度開始

活動を始めるためにも担い手が必
要。

地域アンケート試行的に開始
令和元年度サロンをする中で、「普段からの話

し相手がほしい」「サロンに行くま
で付き添ってほしい」という声を
キャッチする。

東芝町、西府町、日新町（１～４丁目）、本宿町、
美好町（３丁目の一部）

令和３年４月発足

地域のつながりをつくろう！
いつでも声をかけあえる・支えあえる地域にしよう！

にしふエリアささえ愛の会

ス ー ンロ ガ

話し合いの様子

ちょこっとお手伝い
協力者説明会

わがまちサロンにしふらっと！の様子
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10年のあゆみ わがまち支えあい協議会

武蔵台、北山町、西原町令和３年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

いざという時のために顔見知りの輪を広げよう！

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策

！

?

?
顔見知りの輪を広げたいけれど、地
域に集まる場所がない。

北山町に続き、
武蔵台でも「みんなのひろば」を開始

お便り配布
！

?

?

！

?

?

！

?

?

困りごとの把握と会の PR をしたい。

地域の活動に出てこない・出てこら
れない人ともつながりたい。見守り
の体制を作りたい。

「地域アンケート」実施

ちょこっとお手伝い

令和元年度開始

令和２年度開始

！

?

?

フードパントリー

令和２年度開始

平成 30年度開始

令和２年度開始

武蔵台・北山・西原ささえあいの会

話し合いの様子

フードパントリー

活動の様子

個人で行っていたフードパントリー
を、わがまち支えあい協議会で行っ
てほしい。

みんなのひろば
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10年のあゆみわがまち支えあい協議会

活動の様子

ふれあいほどほどサロン

新町、栄町、浅間町、幸町３丁目、天神町３・４
丁目、晴見町３・４丁目

令和３年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

支えあい、助け合い、住みよい地域を

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

自分が高齢になった時に近くに気軽
に行ける場所がない。元気なうちか
ら自分が行きたい居場所が欲しい。

ふれあいサロンほどほど
平成 30年度開始

！

?

?

！

?

?住民同士の「お互いさま」「ささえ
あい」のちょっとしたお手伝い活動
をしたい。

新町子どもカレー食堂
（フードパントリー）

令和元年度開始

コロナ禍でのサロン再開検討
令和２年度

！

?

?
孤食が増えている。子どもだけでも
来られる食事ができる居場所が必要。 新町子どもカレー食堂

平成 30年度開始

！

?

?高齢化率が高い圏域。ちょっとした
ことで困っている高齢者がいるので
はないか。

住民同士の
ちょっとしたお手伝い

「地域アンケート」

令和元年度開始

話し合いの様子

木曜サロン

新町ささえあいの会

栄町金曜サロン

木曜サロン
平成 30年度開始
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10年のあゆみ わがまち支えあい協議会

活動の様子

住吉町、南町、分梅町２～５丁目平成 31 年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

１人ぼっちを作らない、
笑顔があふれる地域をつくる

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策

！

?

?

ちょっと困っている人がいるなら手
伝ってあげるのがこの会。

「ちょこっとお手伝い」の
お試しを開始！

?

?

！

?

?

子どものニーズを改めて調査したい。 ２つの小学校でアンケート実施

令和２年度

！

?

?
南町にもおかえり広場を必要として
いる子がいるはず。 おかえり広場南町

令和２年度開始

！

?

?
地域の新たな担い手を集めたい。生
活支援のニーズを探りたい。 地域アンケート実施

令和元年度

令和元年度開始

住吉・分梅・南町ささえあい協議会

話し合いの様子

だれでもふらっと
サロン

おかえり広場 住吉文化センター地域まつりに出展
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10年のあゆみわがまち支えあい協議会

活動の様子

是政、小柳町２丁目・４～６丁目、清水が丘１・
２丁目

令和２年６月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

住民同士の助け合いの意識を広める
今あるサービス・支援では拾いきれない課題に対応していく

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

わがまち支えあい協議会をもっと
知ってもらいたい。地域団体や自治
会とわがまち支えあい協議会がつな
がる機会がない。

HUG ＆懇談会
HUG 体験から日頃からのご近所同士の顔の
見える関係づくりが大切なことを知っても
らう。自治会を中心に実施。
※ HUG…避難所運営ゲームの略

平成 30年度開始

！

?

?

！

?

?
散歩会
地域のつながりづくりと PR。だれでも参加
できる活動。動く「あいさつし隊」（PR 活動）
のイメージ。

令和２年度開始

！

?

?子ども食堂を実施する団体から「是政
地区は需要が多いが、会場が見つから
ず実施できていない」という声を聞いた。

わがまち支えあい協議会でできそう
な困ったことを聞く場がない。困っ
ていることは顔見知りにならないと
なかなか話せない。

小柳町支え愛の会の４.５.６丁目のちょ
こっとお手伝いの担い手を募りたい。利
用したいお手伝いの内容を知りたい。

ひがしふちゅう駅前こども食堂
平成 30年度開始

話し合いの様子文化センター
地域まつりへ出展

わがまち支えあいの会  ～小柳・是政・清水が丘エリア～

ひがしふちゅう駅前
こども食堂

是政文化センター地域
まつり（７月）文化祭（９～ 10 月）に参加。
地域団体とのつながりづくりと PR

平成 30年度開始

府中第八小学校
登校見守り
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10年のあゆみ わがまち支えあい協議会

活動の様子

朝日町、多磨町、紅葉丘、若松町３～５丁目令和３年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

みんなが知り合いウキウキワクワク
そしてありがとう

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策

！

?

?

買い物するところが近くになくて
困っている。ちょっとした困りごと
を手伝ってほしい。

ゆる～い生活支援　
～ありすの手～
買い物代行、園児の送迎、精米、など 30 分
程度のお手伝い
１回 100 円

！

?

?

！

?

?

！

?

?

地域にわがまち支えあい協議会のこ
とを PR したい。

知的に障害がある方が相談できる、
悩みを話せる場がない。目に見えに
くい障害があることを地域に知って
ほしい。

ポスティングや店舗・駅前チラシ配り

てばなす　
～子の発達に不安のある
　　　　　　　　家族の交流会～

平成 30年度開始

平成 30年度開始

！

?

?コロナ禍で食糧支援が必要な方がい
る。食べきれなくて余っている食品
を寄付したい方がいる。

フードパントリー
フードドライブ

令和２年度開始

平成 30年度開始

わがまちありすの会  ～朝日・多磨・紅葉・若松～

話し合いの様子
フードパントリーの様子

てばなすの様子

！

?

?
学校の先生より「登校時に危険な横断歩
道があり、保護者が交代で見ているが、
毎日のことなので、お手伝いしてくれる
人がいると嬉しい」との情報があった。

若松小学校登校時見守り活動

令和２年度開始

互ちそう会の様子
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10年のあゆみわがまち支えあい協議会

活動の様子

押立町、車返団地（白糸台を含む）平成 28 年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

ささえて　ささえられて　ＯＫっす！

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

定年退職後の男性が、気軽に地域参加
できるきっかけが作れないだろうか？

男の料理教室
男性の地域デビューのきっかけとして、男性限
定の料理教室を開催

平成 30年度開始

！

?

?

！

?

?南白糸台小学校の先生から、「信号が無く、
車の交通が多い交差点があり、児童の下
校が心配」という声を聴いた。 南白糸台小学校下校見守り活動

令和２年度開始

！

?

?学校や学童クラブ以外に、小中学生が
立寄れる場所が少ない。自習できるよ
うなスペースがあるといい。

地域の寺子屋
子どもが自由に来て、宿題をするなどして過ご
せる場所を実施

令和元年度開始

！

?

?

！

?

?

！

?

?コロナ禍で食の確保が難しい子育て世
帯が増えていると聞いた。

フードパントリーをする中で、「寄付を
したい」という方がいた。また、フー
ドロスの問題にも取り組めるといい。

小さい子どもがいる親御さんたちが、親子
で過ごせる場所が近くにあまりない。

フードパントリー
令和２年度開始

フードドライブ

あそぶすばこ
子ども連れで参加できる居場所

令和２年度開始

令和２年度開始

！

?

?平成 27 年度にアンケートをしてから時間
がたっているため、今現在の地域のニー
ズを知る機会を作りたい。また、協力者も
募りたい。

謎解き地域ラリー
子どもたちが楽しみながら地域を知ることがで
きるイベントを、地域の自治会との連携で開催

令和２年度開始

ちょこっとお手伝い

押立・車返ささえあい協議会・・・略称ＯＫＳ

にこにこカフェ

南白糸台小学校
下校見守り

話し合いの様子

フード
パントリー
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10年のあゆみ わがまち支えあい協議会

活動の様子

四谷、日新町５丁目平成 30 年４月発足

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～
高齢者から子どもまで、地域で孤立した人を作らない
地域で色々な活動をしている個人・団体とつながるようにする

ス ー ンロ ガ

困りごと 話し合い 解決策

！

?

?
「ささえあい四谷」を地域の方々に
知ってもらい、参加者を増やしたい。

年１回（２日間）、ご近助会の協力を得なが
らフリーマーケット開催

地域アンケート実施

地域の団体等への PR

！

?

?

！

?

?
菜々のつどいができなくても参加者
の方とつながっておきたい。 お便り配布

令和２年度開始

！

?

?
子どものニーズを改めて調査した
い。 ２つの小学校でアンケート実施

令和２年度

！

?

?
コロナ禍でも出来る活動をしたい。
困っている人に手を伸ばしたい。 フードドライブ

令和２年度開始

平成 30年度開始

令和元年度

令和元年度開始

ささえあい四谷

菜々のつどい

フリーマーケット

フードドライブ
ゆうやけ四谷

話し合いの様子
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10年のあゆみわがまち支えあい協議会

活動の様子

ささえ愛ぽかぽかサロン
（保育園での開催）

活動
内容

圏域

みんなでささえあえるまちづくり
～困ったときはお互いさま・心のバリアフリー～

困りごと 話し合い 解決策！

?

?

！

?

? 「住民アンケート」の実施 令和元年度

ちょこっとお手伝い協力者説明会
令和２年度

「ちょこっとお手伝い」（生活支援）
令和２年度開始

！

?

?地域で居場所を作りたい。顔の見え
る関係づくりをしたい。子どもを中
心とした多世代交流をしたい。

「ささえ愛ぽかぽかサロン」
令和元年度

！

?

?
地域の居場所を増やしたい。孤食を
解消したい。 「だんらんサロン」

令和元年度

片文ささえ愛キャラバン

ちょこっとお手伝い

協力者説明会

地域懇談会「片文ささえ愛キャラバン」
平成 30年度

わがまち支えあい協議会をもっと周
知して仲間を増やしたい。地域で何
が必要とされているか知りたい。

片町、日鋼町、寿町３丁目（一部を除く）、分梅
町１丁目、本町、宮西町２～５丁目、美好町

（３丁目の一部を除く）、矢崎町
令和３年４月発足

地域住民や団体と顔の見える関係づくり

ス ー ンロ ガ

！

?

?活動を知ってもらいたい。コロナ禍
でもできることはないか。新たな人
とつながりたい。

「フードドライブ」 令和２年度開始

「PR 活動」 令和２年度開始

協力者説明会

話し合いの様子

かたまち支えあいの会
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Thank You

Thank You

　当協議会は、昭和 38 年 10 月に任意団体と
して発足し、昭和 45 年に社会福祉法人格を取
得しました。
　発足以降、現在に至るまで様々な福祉事業
を実施し、時代の変遷とともに事業内容も多
種多様化してきました。
　このコーナーでは、当協議会のこれまでの
60 年の主な活動内容を、写真とともに振り返
ります。 

社会福祉法人 府中市社会福祉協議会

社協 60年史
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● 昭和 38 年 10 月 29 日　府中市社会福
祉協議会設立

● 世帯更正資金貸付事業
● 緊急生活費援護
● 歳末たすけあい運動（募金・見舞金の

贈呈）
● 赤い羽根共同募金運動

1963
● ケネディー大統領暗

殺

● 漫画映画鑑賞会
● 新入学児童に学用品贈呈

1964
● 東京オリンピック開

催
● 佐藤榮作内閣発足

● 任意団体として東京都の認可決定
　（会員数三千七百名、予算額百三十万円）
● 敬老マッサージ

● 特殊学級修学旅行に対する援助
● たすけあい貸付事業
● 市内盲人に交通安全杖ポケットシグナ

ル贈呈
1965

● アメリカ軍による北
爆開始

● いざなぎ景気始まる

● 低所得世帯の児童生徒に卒業記念アル
バム代補助

1966

● 総人口 1 億人突破
● ビートルズ来日
● 新三種の神器
 （カラー TV・車・クーラー）

● 民生委員婦人部の活動に助成

● 働く母の休日事業に対する援助
● 筋ジストロフィー患者への助成
● 母子家庭及び母子寮児童の夏期錬成に

援助
1967

● 公害対策基本法公布
● 非核三原則表明

● 保育園砂場整備援助
● 身体障害者を歳末チャリティーショー

に招待
1968

● 小笠原諸島返還協定
調印

● 3 億円強盗事件（府
中）

● 東大紛争

● 子供会育成会に援助
● 高齢者職業紹介に協力
● 身体障害者集団見合いに援助
● 市内ねたきり老人に見舞金贈呈
● 法人化準備委員会発足

1969
● ア ポ ロ 11 号 月 面 着

陸

● 火災見舞金等支給事業
● 昭和 45 年 5 月 30 日　社会福祉法人の

認可
● 広報編集委員会設置
● 幼児の交通教室
● 保育園児いもほり大会
● 広報「ふちゅうの福祉」創刊

1970 ● 大阪万国博覧会

● 一人暮らし老人にインターホン取付け
事業

● 老人医療調査
● 敬老の日高齢者記念品贈呈
● 一人暮らし老人の名簿作成
● 石油ストーブの正しい使い方講習会

1971
● 変動為替相場制に移

行

● 妊産婦の保健と健康実態調査
● 創立十周年記念式典 1972

● 沖縄返還
● 田中角榮内閣発足

社協のあゆみ

昭
和
38
年
度
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年
度

昭
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41
年
度

昭
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度

昭
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年
度
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年
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昭
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40
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昭
和
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年
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昭
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年
度

昭
和
46
年
度

世　相
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社協のあゆみ
世　相

● オイルショック高度
経済成長終焉 1973

● 自動販売機に点字表示
● 高齢者福祉電話事業

● 三木武夫内閣発足 1974
● 結婚相談所開所
● 電動タイプライター講習会

● 企業倒産増加 1975

● 視力障害者用カセットレコーダー貸与
● ろうあ者映画巡回映画会
● 老人施設に雨合羽を配付
● 市民まつりで展示 PR 及びバザー

● 福田赳夫内閣発足 1976

● 母子世帯に塚口奨学金制度開始
● 視力障害者野球大会協力
● 身体障害者福祉電話事業受託
● 父子世帯実態調査
● 朗読ボランティア講習会

● カラオケブーム
● ロッキード事件初公

判
1977

● ボランティアコーナー設置

● 老人給食サービス開始
● 府中市理容組合主催合同結婚式開催
● 春・夏中古衣料無料頒布会実施

● 大平正芳内閣発足
● 新東京国際空港開港 1978

● ボランティアコーナー開所

● 児童・生徒のボランティア活動普及事
業協力校指定

● 全国高校野球選手権大会西東京予選会
臨時売店出店

● 母子（父子）世帯生活実態調査
● 身体障害者手づくりネクタイ講習会

● 東京サミット開催
● インベーダーゲーム

流行
1979

● 福祉講座開催

● ボランティアコーナー整備
● ボランティア活動推進地区指定
● 障害者・児いもほり事業
● 母子父子スケート教室開催

● 鈴木善幸内閣発足
● 漫才ブーム
● 家庭内暴力深刻化

1980
● 第 1 回ボランティア講座開催
● 交通遺児調査

● 神戸ポートアイラン
ド博覧会開催 1981

● 国際障害者年記念講座開催
● 福祉まつり開催
● 在宅介護教室開催
● ボランティアコーナーニュース発行

● 中曽根康弘内閣発足
● 500 円硬貨発行
● テレフォンカード発

売開始
1982

● 府中市立心身障害者福祉センター管理
運営業務受託

● 府中市立心身障害者福祉センター運営
委員会設置

● 朗読ボランティア研修会開催
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● 学童クラブ事業の運営受託
● おとしよりとの会食会開催
● 創立二十周年大会記念式典

1983

● ファミリーコンピュータ
発売

● 東京ディズニーラン
ド開園

● 一人暮らし高齢者とボランティアとの
つどい開催

1984
● グリコ・森永事件
● 働く主婦半数超え

● 一人親家庭休養事業（日帰り）

● 地域社会福祉協議会の発展計画に基づ
く三ヶ年計画の策定

● 府中ボランティアセンター開所（グ
リーンプラザへ移転）

● ボランティアセンターニュース発行

1985
● NTT・JT 発足
● 日航ジャンボ機墜落
● いじめ社会問題化

● 「福祉ボランティアのまちづくり事業」
（ 通称ボラントピア事業） 指定

● ボランティア基金設置
● ボランティア活動推進協議会設置
● 家庭介護教室開催

1986
● バブル景気始まる
● 男女雇用機会均等法

施行

● 児童・生徒のボランティア活動普及事
業協力校連絡会

1987
● 竹下登内閣発足
● 国鉄民営化

● 有償在宅福祉サービス事業開始
● ふれあい募金開始
● 車いす貸出し事業
● 夏のボランティア体験学習開催
● 一人暮らし老人料理講習会開催

● テントの貸出事業

1988
● 地価高騰
● 東京ドーム完成

● おはようふれあい事業
● ハンディキャブ貸出事業
● 社協バザー開催
● 福祉映画の夕べ
● ふれあい福祉展（昭和天皇のご病気に

より福祉まつりの名称変更）
● 府中市社会福祉協議会ゲートボール大

会開催
● 高齢者のためのボランティア講座

● 親子ボランティア教室開催
● 補装具・介護用品展示会

1989

● 昭和天皇崩御
● 消費税 3％実施
● 宇野宗佑～海部俊樹

内閣へ

● ふれあい募金箱作成・配布
● ボランティア活動に関する府中市民意

識調査
● 福祉団体・作品展示販売コーナー開設
● 中国帰国者歓迎会
● 老人健康講座開催
● 一人暮らし老人観劇会開催

● ひとり親家庭休養事業　親子スキー教
室

● 福祉講演会開催
1990

● 秋篠宮創設、紀子様
人気

● 東西ドイツ統一
● スーパーファミコン

登場
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1990

● 府中市立ふれあい会館管理運営事業受
託

● 夜間ボランティア講座開催
● シルバー料理教室開催
● 男性のための料理教室開催
● 地域福祉活動委員会発足
● 社会福祉協議会事務所移転（ふれあい

会館へ）
● 福祉機器展示室開設

● 湾岸戦争勃発
● ソ連邦崩壊
● 経済安定成長期終焉
● 宮澤喜一内閣発足

1991

● 一人親家庭休養事業（宿泊）
● ボランティア活動のあゆみ「あしあと」

発行
● 使用済み切手箱の作成・配布

● ふれあいまちづくり事業の指定
● 福祉意識調査
● 青年ボランティアのつどい開催
● 点字講習会開催
● ふれあいまちづくりのつどい

● 東京佐川急便事件
● 就職氷河期 1992

● どんぐりのつどい（ミニ会食会）
● 福祉機器リサイクル事業
● ハートピアカレッジ開催
● 三世代交流事業

● 心をつなぐ（ボランティアの感想文集）
発行

● 創立三十周年式典の開催

● 細川護煕内閣発足
● 皇太子、雅子様ご成

婚
● EU 発足

1993

● 心身障害者福祉センター給食事業開始
● 会員制度検討会による会員制度の見直

し
● 手作り福祉マーケット
● 会員制度の見直し（新しい会員制度を

目指して今後の方向性）
● 中学生・高校生の一日ボランティア体

験学習
● 施設・団体対象企業の社会貢献に関す

るアンケート調査

● 羽田孜～村山富市内
閣へ

● ゼネコン汚職事件
● 関西空港開港

1994

● ふれあい府中 21 プラン（地域福祉活
動計画）策定

● 小地域懇談会開催
● 府中市保健福祉人材育成センター運営

事業受託
● 府中市保健福祉人材育成センター運営

委員会設置
● 府中市立しみずがおか高齢者在宅サー

ビスセンター管理運営事業受託
● 家庭介護冊子配布
● 福祉機器一部販売業務開始
● 中型バス「はっぴんぐ」運行開始
● まちづくり推進委員会設置
● 府中市ホームヘルパー養成講習（2 級

課程）

● 阪神・淡路大震災
● 地下鉄サリン事件 1995

● ボランティアリーダー研修
● 阪神淡路大震災支援業務

● 小地域ネットワーク活動実施地域発足
● 「福祉マップ」作成実行委員会設置
● 府中市災害協定締結（災害時における

ボランティア活動に関する協定書）

社協のあゆみ
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● 会員制度五ヶ年の実施計画発行
● 介護体験誌（しゅんらん）発行

1996
● 橋本龍太郎内閣発足
● 民主党結成
● O － 157 が蔓延

● しみずがおか在宅介護支援センター事
業受託

● 福祉機器リサイクル事業実施
● 福祉ショップ・喫茶コーナー「は～も

にぃ」運営

● ふちゅうの福祉 100 号発行記念誌の発
行

1997

● 消費税 5％実施
● 山一証券破綻
● 地球温暖化防止京都

議定書
● 一日ボランティア教室
● 民間賃貸住宅あっ旋事業
● 居住保証事業

● 心身障害者福祉センター増改築工事新
装部分使用開始

● 心身障害者福祉センター緊急一時保護
室開設 1998

● 小渕恵三内閣発足
● 和歌山毒物カレー事

件
● 小学生・中学生のボランティア活動紹

介

● 府中市福祉マップ発刊
● 一人暮らし障害者等へ配食サービス事

業開始
● 会員制度検討会報告書（会員制度五ヶ

年実施計画の検証）

1999

● 石原慎太郎都知事当
選

● EU 単一通貨ユーロ使
用開始

● 会員制度など検討会による会員制度の
検討

● 府中市難病患者等ホームヘルパー養成
研修

● 会員制度検討報告書発行
● ボランティア保険に関する実情調査
● 地域福祉権利擁護事業受託
● 各種事業における利用者負担金調査
● ボランティア活動実情調査

● ひなまつりのつどい（一人暮らし高齢
者会食会）

2000
● 森喜朗内閣発足
● 長引く経済低迷期
● 企業不祥事相次ぐ

● 府中市立しみずがおか居宅介護支援セ
ンター開所

● 府中ケアサポートセンター開所
● 介護支援専門員による介護保険相談窓

口開設
● 福祉活動推進地区等支援事業
● 府中市介護サービス事業者協議会の事

務局開設
● 在宅一人暮らし高齢者保養事業受託
● 地域デイサービス事業
● 府中市精神障害者ホームヘルパー養成

研修
● 三 宅 島 雄 山 噴 火 災 害 避 難 者 へ の　　　　　　　

生活必需品の贈呈及び慰労会開催
● 社会人ボランティア入門講座
● 府中市介護支援専門員研修

● 府中市在宅介護支援センター（基幹型）
の管理運営事業受託

● 府中市地域包括支援センターシステム
の管理

● 地域生活・就労支援事業「み～な」
● 三宅島雄山噴火災害避難者への応急小

口資金特例貸付制度創設

2001

● 小泉純一郎内閣発足
● 米 9.11 同時多発テロ

勃発
● BSE 問題

社協のあゆみ
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社協のあゆみ

● 日朝首脳会議拉致被
害者 5 名帰国

● 日韓 W 杯開催
2002

● 学校関係者ボランティア研修開催

● 居宅介護事業実施
● 情報公開規程制定
● ボランティア活動懇談会
● ホームページ開設

● イラク戦争開戦
● SARS 流行
● 六本木ヒルズ開業 2003

● 福祉協力員制度発足
● 府中市福祉サービス利用者総合支援事

業受託
● 子ども発達支援センター事業
● 福祉活動推進支援事業
● 府中市介護サービス空き情報管理シス

テム管理運営事業
● 広報誌「ふちゅうの福祉」に有料広告

掲載
● 苦情解決に関する規程制定

● 年金制度問題表面化
● 新潟県中越地震
● 鳥インフルエンザ流

行
2004

● 創立四十周年記念誌発行

● あんしんサポートセンターふちゅう開
設

● 郵政民営化で国政混
乱

● ライブドア事件
● 耐震強度偽装問題

2005 ● 介護予防推進事業

● 安倍晋三内閣発足
● 村上ファンド事件
● 北朝鮮国際問題化

2006

● 財団法人府中市民福祉公社と統合
● 福祉有償運送事業
● 認知症対応型通所介護事業
● 介護予防認知症対応型通所介護事業
● 府中市権利擁護センター事業受託
● 権利擁護センターふちゅう開設
● 権利擁護センターふちゅう運営委員会

設置
● 権利擁護センターふちゅう事例検討会

設置
● 法人後見受任検討委員会設置
● 成年後見制度入門講座
● 法定後見事業

● 福田康夫内閣発足
● 食品メーカー偽装問

題が相次ぎ発覚 2007

● 障害者就労支援施設就労訓練事業「御
休み処」開所

● 自治会の福祉活動実態調査

● 麻生太郎内閣発足
● 雇用不安拡大
● リーマンショック

2008

● 権利擁護基金による助成事業
● 夢バンク（人材活性化事業）

● 府中市高齢者住宅管理業務受託
● エコキャップ収集活動
● 地域福祉活動計画策定委員会設置
● 府中市居宅介護支援事業者連絡会への

協力
● 府中市市民後見人養成講座
● 市民後見人推薦委員会設置

● 鳩山由紀夫内閣発足
● 政権交代に沸く
● 世界同時不況顕在化

2009

● ふちゅう大好き！ささえあいプラン
  第二次地域福祉活動計画策定

● 地域包括支援センターしみずがおか管
理運営事業受託

● 事業実態調査
● 府中市住宅手当緊急特別措置事業受託
● 臨時つなぎ資金貸付事業
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● 会員制度検討会報告
● 府中市社会福祉協議会発展・強化計画

策定

2010
● 菅直人内閣発足
● 尖閣諸島問題

● 府中市認知症見守り等支援事業受託
● 指定管理者研究会設置

● 東日本大震災支援業務

2011

● 東日本大震災、原発
事故で甚大被害

● な で し こ ジ ャ パ ン、
サッカー W 杯優勝

● 野田佳彦内閣発足

● 成年後見人地域支援事業
● ひとり暮らし高齢者等地域支援事業受

託
● 障害者雇用促進検討プロジェクトチー

ム設置

● あんしん支援事業開始
● バス利用助成事業 2012

● 安倍晋三内閣発足
● 金 環 日 食、932 年 ぶ

り広範囲観測
● 東京スカイツリー開

業

● 福祉エリア６圏域に新福祉協力員会を
設置

● 権利擁護センターふちゅうで「未来
ノート」～わたしの生き方整理帳～作
成

● 創立五十周年記念式典の開催

2013
● 各地で記録的な猛暑
● 富士山が世界文化遺

産に登録

● 押立文化センターエリア・車返団地を
モデル地区とし「わがまち支えあい協
議会」準備委員会立ち上げ

2014
● 消費税率 5％から 8％

へ

● 第３次地域福祉活動計画「あったか府
中ささえあいプラン」６ヵ年計画を策
定

● 地域福祉コーディネーターを 11 文化
センターエリアに配置

2015
● 終戦 70 年
● 東日本大震災で被災

した石巻線が全線再
開

● 押立文化センターエリアで「押立・車
返ささえあい協議会」が立ち上がる

● 第３期指定管理者として「ふれあい会
館」「しみずがおか高齢者在宅サービス
センター」「心身障害者福祉センター」
３施設の指定を受ける

2016

● 軽井沢スキーバス転
落事故

● 伊勢志摩サミット開
催

● リオデジャネイロ五
輪開催

社協のあゆみ
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社協のあゆみ

2017

● 子ども発達支援センターあゆの子分室
をしみずがおか高齢者在宅サービスセ
ンターに開設

● 社会福祉法人制度改革（社会福祉法改
正）

● 平成 30 年 7 月豪雨
● 北海道胆振東部地震
● テニス大坂なおみ選

手全米オープン優勝
2018

● ふれあい会館が府中町へ移転
● 四谷文化センターエリアで「ささえあ

い四谷」が立ち上がる

● 皇位継承「平成」か
ら「令和」へ

● 京都アニメーション
第 1 スタジオで放火

● 消費税 8％から 10％
へ

● ラ グ ビ ー ワ ー ル ド
カップ日本代表初の
ベスト 8

2019 ● 住吉文化センターエリアで「住吉・分
梅・南町ささえあい協議会」が立ち上
がる

● 新型コロナウイルス
感染症が世界規模で
パンデミック

● 東 京 2020 オ リ ン
ピック・パラリンピッ
ク延期

● スーパーコンピュー
タ「富岳」が計算速
度世界 1 位に

● 令和 2 年 7 月豪雨災
害

● 菅内閣発足

2020

● 中央文化センターエリアで「中央ささ
えあいの会」が立ち上がる

● 是政文化センターエリアで「わがまち
支えあいの会～小柳・是政・清水が丘
エリア～」が立ち上がる

● しみずがおか高齢者在宅サービスセン
ター廃止

● 新型コロナウイルス
ワクチン接種始まる

● 東京2020オリンピック・
パラリンピック開催

● 岸田内閣発足

2021

● 第 4 次地域福祉活動計画（6 ヵ年計画）
始まる

● 全 11 文化センターエリアで「わがま
ち支えあい協議会」が立ち上がる

● 第 4 期指定管理者として「心身障害者
福祉センター」の指定を引き続き受け
る

● 府中市成年後見制度利用促進基本計画
で位置づけられた中核機関を受託

● 支援対象児童等見守り強化事業受託
● 産前産後家事・育児支援事業受託

● ロシアがウクライナ
侵攻

● 成 年 年 齢 が 18 歳 に
引き下げ

● 安倍晋三前総理銃撃
事件

2022

● 住宅セーフティネット住まい相談事業
受託

● 地域包括支援センターしみずがおかが
押立町に移転

● 第 42 回福祉まつりを初めてけやき並
木通りで開催
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まちづくり推進係

は～もにぃ

府中ボランティアセンター

地域包括支援センターしみずがおか

地域活動推進課

総務課

社会福祉法人	府中市社会福祉協議会 職	員	紹	介

総務係・役職員

府中ケアサポートセンター
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管理係

作業生活実習訓練係

権利擁護センターふちゅう 権利擁護係

権利擁護課

心身障害者福祉センター

ALBUM

地域生活支援係 子ども発達支援係
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会
員
（
個
人
・
団
体
）

監事
（2 名） 理事会

（16 名）
会長 1 名
副会長 3 名
常務理事 2 名
理事 10 名

●  情報公開審査会
●  個人情報保護審査会
●  表彰審査会
●  地域福祉活動計画推進委員会
●  府中ボランティアセンター運営委員会
●  は～もにい運営委員会
●  権利擁護センターふちゅう運営委員会
●  権利擁護センターふちゅう事例検討会
●  権利擁護センターふちゅう成年後見制度
　利用促進協議会
●  法人後見受任検討委員会
●  府中市市民後見人推薦委員会
●  心身障害者福祉センター運営委員会
●  心身障害者福祉センター子ども発達支援

センターあゆの子児童発達支援事業通所
判定会議評議員会

（20 名）

評議員選任・
解任委員
（4 名）

第三者委員
（3 名）

社会福祉法第 109 条

昭和 38 年 10 月 29 日

昭和 45 年 5 月 30 日

東京都府中市府中町 1 丁目 30 番地

伊藤 敏春

設置規定

創立年月日

認可年月日

主たる事務所の所在地

法人の代表者

総
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ー
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り
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タ
ー
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護
係
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理
係

子
ど
も
発
達
支
援
係

地
域
生
活
支
援
係

作
業
生
活
実
習
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係

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
～
な
」

府
中
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
～
な
」

機
能
訓
練
担
当

権利擁護課地域活動推進課総務課

事務局

心身障害者福祉センター

組 織 図

府中社協は
皆様のおがけで

60 周年を
迎えました！

社会福祉法人 府中市社会福祉協議会

監査機関

議決機関

執行機関 委員会等
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